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   A 72-year-old man underwent total cystectomy with single stoma cutaneous ureterostomy for the 
treatment of transitional cell carcinoma of the bladder. The patient came to the outpatient clinic every 
2 weeks to exchange ureteral catheters. Six months after the operation, he was admitted to our 
hospital again due to edema of bilateral egs, fever, and loss of appetite. The patient had metastasis of 
intrapelvic and paraaortic lymph nodes associated with cachexia, and was given intravenous 
hyperalimentation a d treatment to control pain. Suddenly, he complained of left flank pain. When 
the ureteral catheter was removed, massive bleeding occurred from the stomal orifice. A fistula 
between the artery and ureter was suspected. Six days later, the patient died due to acute renal 
failure. After his death, retrograde ureterography was performed to confirm the fistula. A fistula was 
found between the left common iliac artery and left ureter. 
                                              (Acta Urol. Jpn. 45: 539-541, 1999) 
















療法(CAP療法)1ク ール施行 しその後 さらにテラ
ルビシン膀胱内注入による化学療法を行うも腫瘍の縮
小は得 られず,1997年1月14日膀胱全摘除術,右 側
singlestoma両側尿 管皮 膚痩 術(doublebarrel法,
有吉 法)を 施 行 した.病 理診 断 はTCC,G3,PT3b
であ った.術 後化学 療法,放 射 線療 法 は行 わな かっ
た.術 後1カ 月で皮膚 炎のためパ ウチ装着 困難 とな り
tubelessは断念 し右12Fr左14Frの 腎孟バ ルー ンカ
テーテル を留置 して一旦退 院 した.外 来 でテガフール
の内服で経過 をみていた.カ テーテル交換 は2週 間に
1度透視 造影 下 にガ イ ドワイヤ ー を用 いて行 って い
た.交 換 時 に度々,左 腎 のカテーテ ルが5cm下 降 し
ているこ とに気づ いていたが尿流確保 には影響 な く肉
眼 的血尿 も認 め なか った.同 年4月 には腹 部CTに
て骨盤i内リンパ節 に転移 を認 め,同 年7月13日 に両 ソ
ケイ部 リンパ節腫大,両 下肢浮腫,発 熱,食 欲低 下の
ため に再入 院 とな った.
入 院後経過:血 液,生 化学検査 で は貧血,低 蛋 白,
低 アルブ ミン血症,低 コ レステ ロール を認め るのみで
特 に異常 はなか った.胸 部X-Pで は異常 陰影 は認 め
なか った.腹 部,骨 盤部CTに て両 ソケイ リ ンパ節,
腸骨 リンパ節,傍 大動脈 リンパ節 に転 移 を認 め た.



























Hb6.2,HtI8.7%と強度の貧血 を示 し,血圧 も急速
に低下 したため輸血とカテコラミンで対応 した.入 院
前の腹部CTを 見直す と,左尿管は大動脈の前方に




るたびに同様の出血を繰 り返 し貧血,低 血圧をきたし
その都度輸血,カ テコラミン持続点滴にて対処 してい






































































































































rhageといっているが 自験例で はカテーテルか らの
warninghemorrhageは直前 まで気が付かずカテーテ
ル抜去 と同時に大出血をきた したため大出血の前兆に























こした り容易 に表皮頻離するなどパ ウチ装着がで き
ず,止 む無 くカテーテル留置 となった.Singlestoma
尿管皮膚痩は術後ス トーマパウチが1カ 所ですむこと
による管理の容易 さや人工肛門の対側に造設で きるな
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